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さ
つ
ま
町
で
は
、
今
年

10
月

25
日
現
在

10
件
の

火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
火
災
に
よ
る
死

者
が
３
名
（
後
日
亡
く
な
ら

れ
た
方
を
含
め
る
と
４
名
）

も
発
生
す
る
緊
急
事
態
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
火
災
に
よ
る
死
者

の
う
ち
２
人
は
、
い
ず
れ
も

深
夜
に
発
生
し
た
建
物
火

災
に
よ
っ
て
命
を
落
と
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 
ち
ょ
っ
と
し
た
「
油
断
」

で
家
財
だ
け
で
な
く
、
命
ま

で
も
奪
う
の
が
火
災
で
す
。 

 

 

で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た

「
心
掛
け
」
で
大
切
な
家
族

の
命
と
財
産
を
火
災
か
ら

守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日

頃
か
ら
の
火
災
予
防
を
よ

り
一
層
お
願
い
し
ま
す
。 

  

～
命
を
守
る
七
か
条
～ 

○
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や

す
い
も
の
を
置
か
な
い 

○
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の

投
げ
捨
て
を
し
な
い 

○
火
気
使
用
時
に
は
、
そ
の

場
を
離
れ
な
い 

○
電
気
器
具
は
正
し
く
使

い
、
た
こ
足
配
線
は
し
な
い 

               

○
コ
ン
セ
ン
ト
周
り
に
ほ

こ
り
が
溜
ま
ら
な
い
よ
う

に
す
る 

○
動
作
が
悪
か
っ
た
り
、
異

音
の
す
る
電
気
機
器
は
使

用
せ
ず
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜

い
て
お
く 

○
ス
ト
ー
ブ
等
の
暖
房
器

具
や
仏
壇
の
ロ
ウ
ソ
ク
等

に
、
燃
え
や
す
い
も
の
を
近

づ
け
な
い 

               

※放火自殺者は除く 

人 件 
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11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で

の
一
週
間
、
秋
の
全
国
火
災
予

防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
季
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
よ
り
一
層
火
災
予
防
に

努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
特
に
高
齢
者
を
中
心
と
す

る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

そ
こ
で
、
消
防
本
部
で
は
期

間
中
に
様
々
な
機
会
を
通
じ

て
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
火
災
予

防
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。 

            

    

●
防
火
パ
レ
ー
ド 

日
時
：
11
月
14
日
（
土
）
10
時

10
分
ス
タ
ー
ト 

区
間
：
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
農
協
本

所
か
ら
八
坂
神
社
前 

参
加
団
体
：
消
防
団
（
川
原
・

虎
居
・
中
央
）
・
吉
祥
保
育
園

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
・
消
防
署 

さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
も
パ
レ
ー

ド
に
参
加
予
定
で
す
！ 

 

●
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
農
業
祭 

日
時
：
11
月
15
日
（
日
）
８

時
40
分
～
12
時 

イ
ベ
ン
ト
内
容 

①
一
日
消
防
署
長
（
観
光
大
使

か
ぐ
や
姫
に
委
嘱
） 

②
旭
保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
に
よ
る
芸
能
大
会
参
加
（
火

災
予
防
啓
発
活
動
） 

③
防
火
広
報
物
品
の
配
布 

④
消
防
自
動
車
展
示 

⑤
煙
体
験
ハ
ウ
ス
に
よ
る
濃

煙
体
験 

    

●
写
生
会
作
品
展
示 

 

保
育
園
児
の
描
い
た
消
防

車
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。 

①
日
時
：
11
月
14
日
（
土
） 

場
所
：
鶴
田
中
央
公
民
館
（
鶴

田
地
区
文
化
祭
） 

②
日
時
：

11
月

22

～

23

日

（
日
・
月
） 

場
所
：
宮
之
城
武
道
館
（
宮
之

城
地
区
文
化
祭
） 

③
日
時
：
11
月
28
日
～
29
日

（
土
・
日
） 

場
所
：
薩
摩
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
（
薩
摩
地
区
文
化
祭
） 

   

１
１
９
番
の
語
呂
合
わ
せ

で
11
月
９
日
を
「
１
１
９
番
の

日
」
と
し
て
お
り
、
こ
の
日
を

始
ま
り
と
し
て
秋
の
全
国
火

災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
１
９
５
２
年
以
前
は

「
全
国
火
災
撲
滅
運
動
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

                              

                      

   

 

さ
つ
ま
町
内
で
発
生
し
た

こ
れ
ま
で
の
火
災
で
、
毎
年

の
よ
う
に
火
災
原
因
第
一
位

と
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

 

そ
れ
は
「
た
き
火
・
火
入

れ
」
に
よ
る
火
災
で
す
。
平

成
以
降
の
二
十
六
年
間
で

「
た
き
火
・
火
入
れ
」
が
火

災
原
因
の
一
位
に
な
ら
な
か

っ
た
の
は
、
平
成
３
年
と
平

成
10
年
の
た
っ
た
二
回
だ
け

で
、
そ
れ
以
外
は
ず
っ
と
火

災
原
因
第
一
位
で
す
。 

 

農
業
が
盛
ん
な
土
地
柄
も

あ
っ
て
農
繁
期
前
と
も
な
れ

ば
、
あ
ち
こ
ち
で
モ
ク
モ
ク

と
白
い
煙
が
揚
が
っ
て
い
る

光
景
を
目
に
し
ま
す
。
さ
つ

ま
町
を
成
す
豊
か
な
自
然
や

田
園
風
景
は
ま
さ
に
山
紫
水

明
と
い
う
言
葉
が
ピ
ッ
タ
リ

で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
油

断
で
そ
の
光
景
を
一
瞬
に
し

て
恐
怖
に
変
え
る
の
が
火
災 

 

で
す
。
た
き
火
・
火
入
れ
を
行

う
際
は
下
記
の
項
目
に
注
意

し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

◆
乾
燥
注
意
報
や
火
災
気
象

通
報
等
が
出
て
い
る
と
き
や
、

風
の
強
い
と
き
は
行
わ
な
い 

◆
水
バ
ケ
ツ
、
消
火
器
等
に
よ

る
消
火
の
準
備
を
す
る 

◆
多
量
の
煙
が
出
る
と
思
わ

れ
る
場
合
は
、
事
前
に
消
防
署

に
届
け
出
る(

※
火
災
と
紛
ら

わ
し
い
煙
等
の
届
出
等) 

◆
火
を
消
す
ま
で
、
そ
の
場
を

離
れ
な
い 

◆
火
の
粉
が
飛
ば
な
い
よ
う

に
少
し
ず
つ
燃
や
し
、
着
衣
へ

の
着
火
に
注
意
す
る 

◆
完
全
に
火
が
消
え
た
こ
と

を
確
認
す
る 

昨年の防火パレードの様子 
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灯
油
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
容

器
（
携
行
缶
）
に
軽
油
を
入

れ
て
運
搬
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。 

 

灯
油
用
の
容
器
は
、「
灯
油
専

用
に
製
造
」
さ
れ
て
い
る
容
器

の
た
め
、
軽
油
を
入
れ
る
こ
と

を
想
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

軽
油
を
容
器
で
運
搬
す
る
際

に
は
消
防
法
に
適
合
し
た
金
属

製
容
器
を
使
用
す
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
ガ
ソ

リ
ン
な
ど
と
の
誤
使
用
を
防
ぐ

た
め
、
容
器
に
『
軽
油
』
と
し

て
表
示
し
て
く
だ
さ
い
。 

          

      

セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
で
は
、

自
動
車
・
バ
イ
ク
な
ど
へ
の

給
油
以
外
に
、
利
用
者
が
自

ら
ガ
ソ
リ
ン
を
容
器(

ド
ラ

ム
缶
・
携
行
缶)

に
入
れ
る
行

為
は
、
消
防
法
令
で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
で
携
行
缶

等
に
入
れ
る
際
は
、
必
ず
従
業

員
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
容
器
を
車
内
に
入
れ
て
運

搬
す
る
場
合
は
、
金
属
製
の
容

器
に
限
り
、
そ
の
最
大
容
量
は

22
ℓ
以
下
と
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

          

  

～
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
中
～ 

 

  

世
の
中
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
製

品
が
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
中
に
は
メ
ー
カ
ー
か
ら
事

故
や
火
災
と
な
る
危
険
性
が
あ

り
、
リ
コ
ー
ル
が
発
表
さ
れ
て

い
る
製
品
が
あ
り
ま
す
。 

 

消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
、
消
防
庁
か
ら
通
達
の
あ

っ
た
リ
コ
ー
ル
情
報
が
多
数
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
製
品
か
ら
火
災
に

な
る
危
険
性
も
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
い

た
だ
き
、
該
当
製
品
を
お
持
ち

の
方
は
速
や
か
に
リ
コ
ー
ル
の

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

          

                              

                              

 

新
聞
な
ど
で
「
ト
リ
ア
ー
ジ
」
っ
て
こ
と

ば
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

◆
ト
リ
ア
ー
ジ
と
は
？ 

 

大
事
故
や
災
害
な
ど
で
一
度
に
た
く
さ

ん
の
負
傷
者
が
発
生
し
た
時
に
「
ケ
ガ
の
程

度
に
よ
り
、
現
場
や
救
護
所
な
ど
で
の
治
療

や
、
医
療
機
関
へ
の
搬
送
の
順
位
を
決
め
る

こ
と
」
を
い
い
ま
す
。 

◆
な
ぜ
順
位
を
付
け
る
必
要
が
？ 

 

ト
リ
ア
ー
ジ
を
行
わ
ず
、
や
み
く
も
に
搬

送
し
た
場
合
、
重
症
な
傷
病
者
が
長
時
間
放

置
さ
れ
た
り
、
病
院
が
軽
症
者
で
あ
ふ
れ
て

し
ま
う
、
と
い
っ
た
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。 

◆
誰
が
行
う
？ 

 

救
急
救
命
士
な
ど
の
救
急
隊
員
や
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
の
医
師
な
ど
が
行
い
ま
す
。 

◆
ご
理
解
と
ご
協
力
を
！ 

 

ト
リ
ア
ー
ジ
は
大
事
故
な
ど
の
特
殊
な

状
況
の
中
、
可
能
な
限
り
多
数
の
傷
病
者
の

救
命
を
目
指
す
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
緊

急
な
処
置
を
必
要
と
し
な
い
軽
症
の
人
な

ど
は
、
病
院
へ
の
搬
送
を
長
時
間
待
っ
て
も 

 

 
 

 
 

ら
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま 

 
 

 
 

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を 

 
 

 
 

 

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

住宅防火 

↓ 

不具合・事故情報 
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新
春
を
か
ざ
る
消
防
出
初
式

に
向
け
て
、
仕
事
終
わ
り
に
も
か

か
わ
ら
ず
午
後
７
時
30
分
か
ら

訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

 

出
初
式
本
番
で
は
、
一
糸
乱 

                      

れ
ぬ
訓
練
が
見
ら
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

訓
練
方
面
隊 

 

宮
之
城
東
部
方
面
隊
（
中
央
分

団
・
虎
居
分
団
・
川
原
分
団
・
時

吉
分
団
・
湯
田
分
団
・
佐
志
分

団
・
船
木
分
団
） 

指
揮
者 

 

東 

義
弘
時
吉
分
団
長 

    

配
備
後
19
年
が
経
過
し
て
い

た
山
崎
分
団
と
神
子
分
団
の
小

型
ポ
ン
プ
が
、
こ
の
ほ
ど
最
新
式

の
ポ
ン
プ
に
更
新
さ
れ
ま
し
た
。 

 

業
者
に
よ
る
取
り
扱
い
説
明

の
あ
と
、
さ
っ
そ
く
試
運
転
を
行

い
習
熟
に
努
め
ま
し
た
。 

         

 
 

   

今
年
も
各
地
で
水
害
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
備
え
る
べ

く
川
内
川
水
防
演
習
が
行
わ
れ
、

様
々
な
水
防
工
法
を
訓
練
し
ま

し
た
。 

              

さ
つ
ま
町
消
防
団
は
、
全
国
的

に
も
珍
し
い
消
防
団
に
よ
る
水

難
救
助
隊
が
組
織
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

こ
の
ほ
ど
救
助
用
ボ
ー
ト
が

配
備
さ
れ
て
い
る
川
原
分
団
・
柏

原
分
団
と
の
合
同
の
訓
練
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
浮
環
を
使
っ
て

実
際
に
水
中
か
ら
要
救
助
者
を

引
き
上
げ
る
訓
練
を
、
本
番
さ
な

が
ら
に
実
施
し
ま
し
た
。 

              

さ
つ
ま
町
消
防
団
で
は
、
男
女

を
問
わ
ず
消
防
団
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
消
防
団
員
は
、
火
災

や
風
水
害
な
ど
の
災
害
か
ら
地

域
住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。 

 

消
防
団
は
あ
な
た
の
力
を
必

要
と
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
消
防
団

に
入
団
し
ま
せ
ん
か
？ 

◆
入
団
資
格 

18
歳
以
上
で
健
康
な
方
（
男
女

は
問
い
ま
せ
ん
） 

町
内
に
居
住
し
て
い
る
又
は
町

内
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
方 

◎
お
問
い
合
わ
せ 

消
防
団
係 

説明に耳を傾ける団員たち 

土のう積みを本番さながらに訓練 

溺者を慎重に引き寄せて救助 

仕事終わりに訓練に励む東部方面隊の団員たち 
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「
さ
つ
ま
町
役
場
で
火
災
が

発
生
し
、
多
数
の
負
傷
者
が
発

生
し
た
」
と
の
想
定
で
、
役
場

の
避
難
訓
練
と
合
同
で
集
団
救

急
事
故
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

訓
練
で
は
、
役
場
の
自
衛
消

防
隊
が
庁
舎
内
の
避
難
誘
導
と

消
火
栓
を
使
っ
た
初
期
消
火
を

実
施
。
そ
の
後
到
着
し
た
消
防

隊
と
救
急
隊
に
よ
り
、
け
が
人

の
搬
送
や
ト
リ
ア
ー
ジ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 

多
く
の
人
が
出
入
り
す
る
施

設
で
は
、
今
回
の
よ
う
な
多
数 

    

急
流
河
川
は
、
流
れ
が
速
く
、

水
流
の
特
性
も
通
常
の
河
川
と

異
な
る
た
め
、
潜
水
や
ボ
ー
ト

で
の
救
助
が
困
難
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
水
難
救
助
訓
練
の
一

環
と
し
て
、
急
流
救
助
の
方
法

を
訓
練
し
ま
し
た
。 

 

ま
ず
、
急
流
の
特
性
や
危
険

性
に
つ
い
て
研
修
し
た
後
、
実

際
に
河
川
を
使
っ
て
、
ス
ロ
ー

バ
ッ
ク
に
よ
る
救
助
と
、
隊
員

が
泳
い
で
要
救
助
者
を
確
保
す

る
方
法
を
訓
練
し
ま
し
た
。 

の
傷
病
者
が
発
生
す
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
訓

練
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。 

                 
 

            

                            
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 防災関係者が一同に会し、防災

気象情報等について学びます。 

【防災・減災フォーラム】 

地上 5m、自分の腕力とバラン

ス感覚で挑戦 

【山崎中職場体験学習】 

普通救命講習で心肺蘇生と

AEDの使い方を訓練 

【宮之城中職場体験学習】 

町内の危険物施設関係者が、漏

えい時の対応を合同で研修 

【危険物安全協会合同研修】 

水圧に耐えて放水中。女子だっ

て負けていません！ 

【鶴田中職場体験学習】 

 

県下各消防本部の精鋭に臆す

ることなく、競技に集中！ 

【県救助技術指導会】 


